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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより
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議会運営委員会

本会議

本会議

備　　考

予算決算委員会

（議案調査）

（議案調査）

一般質問

（議案調査）

議案審議

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
、
3
日
か
ら

20
日
ま
で
の
18
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

1億3,218万2千円を増額一般会計補正予算額

161億201万4千円補正後の予算総額

　農地農業用施設災害復旧事業　……　1,470万3千円
　令和元年７月18日から20日にかけて発生した梅雨前線豪雨災害に
より被災した、農地３箇所と農道１箇所の災害復旧にかかる予算措置
です。

　農 業 経 営 育 成 事 業……………　261万6千円
　把握している詳細な農地情報を統合し、農地を可視化できるシステ
ムを構築することで、後継者不足及び高齢化の進展により荒廃化して
いく恐れのある農地の利用促進を図ります。

　社 会 体 育 活 動 事 業……………　252万5千円
　令和２年４月10日に開催される、東京2020オリンピック・パラリ
ンピックの聖火リレーの準備に要する費用を措置します。

　新 水 泳 場 建 設 事 業……………　880万円
　令和２年７月オープンに向けて、備品購入費を措置します。

月
定
例
会

月
定
例
会

月
定
例
会
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3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

　

令
和
元
年
11
月
7
日
に
、「
Ｊ
Ｘ

Ｔ
Ｇ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
施
設
、
有
田

太
陽
光
発
電
所
（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ 
Ｓ
Ｏ

Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）」、「
有
田
川

右
岸（
港
地
域
）の
津
波
対
策
工
事
」、

「
箕
島
漁
港
の
産
直
施
設
建
設
工
事
」

の
3
箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
有
田
太
陽
光
発
電
所
」
は
、
年

間
の
発
電
電
力
量
が
、
一
般
家
庭
約

9
千
世
帯
の
年
間
電
気
使
用
量
に
相

当
す
る
ク
リ
ー
ン
な
発
電
施
設
で
あ

り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
管
理
運
営

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
現
場
担
当
者

の
方
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
有
田
川
右
岸
（
港
地
域
）

の
津
波
対
策
工
事
」
は
、
当
初
は
高

潮
対
策
を
目
的
と
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
津
波
対
策
に
よ
り
約
５
ⅿ
の
嵩

上
げ
が
新
た
に
計
画
さ
れ
た
も
の
と

聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
人
命
に
か
か

わ
る
対
策
で
あ
る
た
め
、
和
歌
山
下

津
港
に
お
け
る
工
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
早
期
完
成
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
「
箕
島
漁
港
の
産
直
施
設

建
設
工
事
」
は
、
木
造
平
屋
建
て
の

建
物
内
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
海
側
を
眺
望

で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
し

た
。令
和
2
年
5
月
の
完
成
に
向
け
、

工
事
が
進
行
中
で
す
が
、
こ
こ
が
新

た
な
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
う
施
設
と
な
る
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

11
月
22
日
に
、ぶ
っ
と
く
幼
稚
園
、

初
島
幼
稚
園
、
保
田
保
育
所
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

ぶ
っ
と
く
幼
稚
園
は
、
教
育
方
針

と
し
て
宗
教
的
な
情
操
教
育
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
建
物
は
、
子

ど
も
の
目
線
を
中
心
に
、
ま
た
先
生

の
目
も
届
き
や
す
く
、
至
る
と
こ
ろ

で
安
全
面
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
防
犯
、
防
災
に
つ
い
て
も
、
カ

メ
ラ
の
設
置
や
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
常
備
さ
れ
て
お
り
、
対
策
は
万

全
で
あ
り
ま
し
た
。

　

初
島
幼
稚
園
は
、
本
年
4
月
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
施
設

給
付
型
に
移
行
し
、
運
営
は
安
定
し

た
。
園
児
は
少
子
化
の
影
響
で
少
な

く
、
今
後
も
増
え
る
見
込
み
は
難
し

い
。
教
育
方
針
と
し
て
「
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
大
切
に
し
、
創
造
力
を

の
ば
す
」
等
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
年
齢
ご
と
に
部
屋
が
あ
り
ま

す
が
、
全
園
児
が
一
緒
に
な
っ
て
過

ご
す
時
間
が
多
く
、
年
上
の
子
が
年

下
の
子
の
面
倒
を
み
て
、
自
然
に
連

帯
感
等
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
田
保
育
所
の
建
物
は
、
老
朽
化

に
よ
り
、
至
る
と
こ
ろ
で
修
繕
が
必

要
で
あ
り
1
日
も
早
い
対
応
が
望
ま

れ
る
。
給
食
は
保
育
所
で
調
理
し
て

い
る
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
園

児
へ
の
対
応
も
十
分
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
防
犯
面
に
つ
い
て
は
、
カ
メ

ラ
の
設
置
等
が
望
ま
れ
る
。

　

人
口
減
少
が
進
む
に
つ
れ
、
様
々

な
問
題
が
発
生
し
て
く
る
と
思
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

そ
の
問
題
対
策
に
委
員
会
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
務
建
設
委
員
会

 

委
員
長
　
西
口
正
助

文
教
厚
生
委
員
会

 

委
員
長
　
上
山
寿
示

市
　
内
　
視
　
察
　
報
　
告



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

予
算
決
算
委
員
会
委
員
長
　
浜
　
口
　
元
　
司

第
45
号
、
歳
出
の
部
分
に
関
し
、
第
2

款 

総
務
費
、
第
1
項
第
6
目 

事
務
管

理
費
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
事
業
に

係
る
、
返
礼
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
、
信
頼
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
第
6
款 

商
工
水
産
費
、

第
2
項
第
2
目 
水
産
振
興
費
、
箕
島

漁
港
産
直
施
設
整
備
事
業
つ
い
て
は
、

莫
大
な
資
金
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
引
き
続

き
、
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
第
1
号
か
ら
決
算
第
8
号
ま
で

の
決
算
8
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
決
算
第
1
号
歳
出
の
部
分

に
つ
い
て
、
第
2
款 

総
務
費
、
第
1

項
第
9
目
、
第
19
節 

三
世
代
定
住
等

支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
昨
年

度
は
市
外
か
ら
7
件
の
転
入
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
人
口
増
の
た
め
の

良
い
施
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
よ
り
一
層
、
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。次
に
、

第
6
款 

商
工
水
産
費
、
第
2
項
第
2

目
、
第
13
節 

箕
島
漁
港
交
流
拠
点
基

本
構
想
策
定
支
援
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
予
算
の
流
用
を
行
う
場
合
に
は
、

目
的
外
流
用
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
安
易
な
流
用
を
行
う
こ
と
の
無
い

よ
う
、
運
用
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
基
本
的
に
は
計
画
的
に
予

算
と
し
て
上
げ
、
明
確
な
説
明
を
行
っ

た
上
で
、
執
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
主
要

施
策
成
果
報
告
書
の
事
業
内
容
に
お
い

て
、
こ
の
名
称
が
「
箕
島
漁
港
産
直
市

場
事
業
開
発
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
」
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
経
営
主
体
は

あ
く
ま
で
漁
協
で
あ
り
、市
の
立
場
は
、

産
直
市
場
周
辺
の
こ
と
も
含
め
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
大
き

な
目
的
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
漁
協

や
市
の
立
場
を
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
、

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
第
9
款 

教

育
費
、
第
3
項
第
1
目
、
第
19
節 

全

国
近
畿
中
学
校
体
育
大
会
参
加
者
補
助

金
等
に
つ
い
て
、
以
前
に
比
べ
て
改
善

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
有
田
市
を
代
表

し
て
出
場
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
頑

張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な

る
よ
う
な
こ
と
の
無
い
よ
う
、
お
願
い

し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
決
算
書
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
予

算
現
額
と
支
出
済
み
額
、
主
な
支
出
と

不
用
額
を
目
ご
と
に
説
明
さ
れ
る
と
共

に
、
あ
る
一
定
以
上
の
金
額
が
流
用
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
説
明
を
行
う
な

ど
、
よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
い
説
明
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
主

要
施
策
成
果
報
告
書
は
、
決
算
書
を
補

完
す
る
資
料
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
精

査
を
し
て
い
た
だ
き
、
正
確
で
よ
り
一

層
わ
か
り
や
す
い
形
と
し
て
、
準
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
の
こ
と
を
申

し
添
え
る
と
共
に
、
委
員
会
で
指
摘
さ

れ
た
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、
補

正
予
算
3
件
と
、
決
算
第
1
号
「
平
成

30
年
度
有
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

か
ら
決
算
第
8
号
「
平
成
30
年
度
有
田

市
立
病
院
事
業
会
計 

決
算
の
認
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
ま
で
の
決
算

8
件
に
つ
い
て
、令
和
元
年
10
月
9
日
、

23
日
及
び
31
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、

当
局
の
出
席
を
求
め
委
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、議
案
第
45
号「
令

和
元
年
度 

有
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）」、
議
案
第
46
号
「
令
和

元
年
度 

有
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）」
及
び
議

案
第
47
号
「
令
和
元
年
度 

有
田
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）」
は
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
議
案

税
金
が
正
し
く
使
わ
れ
た
か

　
　
　
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
!

も
く



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午 前 10 : 00 】 令和元年12月18日

1 成 川 　 満

2 小 西 敬 民

3 中 谷 桂 三

4 上野山善久

5 西 口 正 助

１．国道42号有田海南道路の整備について
　⑴事業計画の概要・進捗・完成見込
　⑵人家密集地域の対策
　⑶周辺幹線道路の整備計画
　⑷地域振興のためのまちづくり計画

１．令和２年度の予算編成について
　⑴現状と課題について
　　令和元年度の国保会計の収支見込みについて
　⑵子育て世帯の負担軽減支援制度の創設について
　⑶65歳～ 74歳までの前期高齢者への減免規定を設けることについて
　⑷18歳までの医療費無料化について
　⑸子ども・子育て会議について
　　第２期有田市子ども・子育て支援事業計画（令和２～６年度）に積極的に
　　取り組むことについて
２．ふるさと応援基金の運用について
　⑴基金残高及びその利用について
３．有田市立病院産科医確保について

１．箕川護岸崩壊対策について
　⑴現状と今後
２．市民会館活用について
　⑴御坊市が実施している市民教養講座を開催しては
３．有田市立中学校統合（新校舎建設予定地）について
　⑴借地対策
　⑵洪水浸水対策

１．イノシシの被害等について
　⑴被害状況について
　⑵現状の対策及び今後の考え方について
２．防犯カメラの設置について
　⑴市内（中学校、小学校、保育所等）における設置状況と今後の考え方に
　　ついて
　⑵中学校統合時における、通学路整備に含めた防犯対策等に対する考え方
　　について

１．令和２年度予算編成について
　⑴令和２年度市政運営の基本的な考え方について
　⑵令和２年度予算編成の基本方針について
２．有田市立病院の経営について
　⑴和歌山県地域医療構想について
　⑵有田市立病院改革プランの進捗状況について
３．愛宕川端線（通称南北道路）の進捗状況について

一般質問の全文については、有田市ホームページ市議会をクリックして
ご覧ください。議場内での一言一句までご覧いただけます！
会議録は、図書館・公民館・市役所４F情報公開コーナーでもご覧になれます。

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

　　

有
田
海
南
道
路
を
活
用
し
た
地

域
振
興
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
、
バ
イ
パ
ス
の
１
号
橋
か

ら
安
諦
橋
に
か
け
て
遊
歩
道
、
多
目

的
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、

駐
車
場
、
緊
急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な

ど
を
備
え
た
市
民
の
誰
も
が
集
え
る

憩
の
広
場
と
し
て
の
公
園
づ
く
り
。

そ
し
て
有
田
中
央
大
橋
の
周
辺
に
24

時
間
無
料
で
利
用
で
き
る
駐
車
場
、

ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
機
能
、
道
路
・

観
光
・
緊
急
医
療
な
ど
を
提
供
す
る

情
報
発
信
機
能
、
災
害
時
の
防
災
機

能
な
ど
を
備
え
た
地
域
の
に
ぎ
わ
い

の
場
と
し
て
「
道
の
駅
」
の
設
置
の

２
つ
を
提
案
し
ま
す
。

　　
「
ま
ち
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出

す
投
資
」
と
「
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
へ
の
投
資
」
こ
の
２
つ
の
投
資

が
次
世
代
の
た
め
に
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
道
路
整
備
は
一
日
も
早
い
完

成
に
向
け
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、

議
員
の
ご
提
案
も
含
め
て
魅
力
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。

質

無会派 成川　満議員

答

日本共産党 小西敬民議員

　　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

い
て
。
⑴
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

支
援
は
。

　

⑵
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
前
期
高
齢

者
へ
の
減
免
規
定
を
設
け
て
は
。⑶

低
所
得
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
へ

の
、
減
免
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
基

本
的
考
え
方
は
。⑷
令
和
元
年
度
末

国
保
基
金
残
高
は
。

　　

国
保
制
度
改
革
に
よ
り
、
県
が

運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
県
と
市
町
村
で
、
減
免
基

準
も
含
め
て
、
協
議
し
て
い
く
。
国

保
基
金
残
高
は
、
約
９
億
円
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い

て
は
。

　　

第
２
期
計
画
で
は
、
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
、
障
害
の
あ
る
児
童
へ
の

支
援
、支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
、

「
子
育
て
情
報
の
発
信
」
に
つ
い
て

も
、
モ
バ
イ
ル
端
末
を
活
用
し
た
周

知
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

　　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
は
。

　　

30
年
度
の
実
績
は
９
万
４
千
件

の
12
億
6
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
基
金
残
高
は
11
億
３
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
８
億
６
千

万
円
を
取
崩
し
、
教
育
、
子
ど
も
子

育
て
、
大
型
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
す
る
。

質

質

質 答

子ども・子育て支援事業計画
パンフレット

答答

国
道
42
号
有
田
海
南
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て 

他



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

　　

令
和
６
年
４
月
、
現
箕
島
中
学

校
敷
地
に
新
た
な
学
校
が
開
校
予

定
。
箕
島
中
学
校
の
面
積
、
借
地
状

況
は
。
有
田
川
新
・
洪
水
浸
水
想
定

は
。

　　

敷
地
は
２
５
，４
０
０
㎡
、
借
地

は
、
約
１
６
，９
４
２
㎡
で
、
借
地

割
合
は
、
約
66
．７
%
で
、
借
地
の

地
権
者
は
、
11
名
で
、
年
間
借
地
料

は
、２
２
，６
０
７
，７
８
２
円
で
す
。

浸
水
洪
水
想
定
は
、
平
野
部
で
は
ほ

と
ん
ど
浸
水
域
に
な
り
、
最
大
で
５

m
以
上
10
m
未
満
の
浸
水
。
箕
島
中

学
校
の
浸
水
深
さ
は
、
最
大
で
５
m

90
㎝
に
な
る
と
想
定
。

　　

箕
島
中
学
校
以
外
で
の
建
設
は
、

あ
り
え
な
い
の
か
と
、
校
舎
の
屋
上

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を
予
定
し
て
い

る
の
か
、
望
月
市
長
の
答
弁
を
。

　　

災
害
時
に
も
対
応
し
う
る
校
舎
・

体
育
館
を
建
設
し
て
、
そ
う
し
た
意

識
付
け
も
徹
底
し
備
え
て
い
く
。
ま

た
、
毎
日
を
考
え
、
利
便
性
も
考
慮

し
て
、
現
在
の
箕
島
中
学
校
敷
地
に

新
校
舎
を
建
設
す
る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
検
討
す
る
。

　　
　

借
地
割
合
が
多
す
ぎ
、
年
間

の
借
地
料
が
高
額
、
洪
水
浸
水
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
数
億
円
単
位

の
有
田
市
民
の
税
金
が
投
入
さ
れ

る
、
箕
島
中
学
校
で
の
新
校
舎
建
設

に
は
反
対
で
す
。

　　

有
田
市
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
状
況

と
現
状
の
対
策
、
今
後
の
有
害
鳥
獣

対
策
は
？

　　

昨
年
度
の
農
作
物
被
害
額
は
、

1
8
1
万
6
千
円
で
あ
り
、
対
策
と

し
て
は
防
護
柵
の
設
置
補
助
と
有
害

鳥
獣
捕
獲
で
す
。
捕
獲
に
つ
い
て
は

有
田
市
猟
友
会
が
本
年
11
月
末
ま
で

に
1
3
8
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
防
除
と
捕

獲
に
つ
い
て
の
対
策
を
充
実
す
る
。

　

ま
た
、
民
家
付
近
へ
の
出
没
対
策

は
、銃
器
の
発
砲
が
で
き
な
い
た
め
、

市
と
猟
友
会
、
警
察
署
が
連
携
し
出

没
地
周
辺
の
見
回
り
、
箱
わ
な
の
設

置
等
の
対
策
を
行
う
。

　　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
並
び

に
今
後
の
考
え
方
と
中
学
校
統
合
時

に
お
け
る
通
学
路
の
防
犯
体
制
を
含

め
た
環
境
整
備
は
？

　　

保
育
所
１
カ
所
４
台
、
小
中
学

校
10
校
44
台
を
設
置
済
、
未
設
置
の

初
島
中
学
校
は
今
年
度
中
に
設
置
、

未
設
置
の
保
育
所
に
は
令
和
2
年
度

中
の
設
置
を
予
定
。

　

中
学
校
統
合
時
に
お
け
る
通
学
路

の
防
犯
体
制
は
、
準
備
委
員
会
の
地

域
・
P
T
A
部
会
に
お
い
て
協
議
し

子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に
通
学
で

き
る
環
境
を
作
る
。

有
田
市
立
中
学
校
統
合

（
新
校
舎
建
設
予
定
地
）

に
つ
い
て 
他

質答

質

質

答

箕島中学校新校舎建設予定地

イノシシ被害状況　石積み崩壊

市民クラブ 中谷桂三議員

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
等
に

つ
い
て 

他

無会派 上野山善久議員

答

質答提
言



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

　

こ
の
度
、
予
算
決
算
委
員
会
委
員

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
福
永
広
次

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
委
員
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と

と
な
り
、私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
市
の
運

営
を
行
う
上
で
の
予
算
に
つ
い
て
、

ま
た
適
切
な
運
営
が
な
さ
れ
た
か
を

審
査
す
る
決
算
な
ど
、
大
変
重
要
な

事
項
を
取
り
扱
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
の
定
例
会
で
は
令
和
２
年
度
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
審
議
を
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
と
有
田
市
の
発
展
の
為
、
全
力
で

頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
か
ら
の
ご
鞭
撻

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　　
愛
宕
川
端
線
【
通
称
　
南
北
道

路
】
は
、
箕
島
地
区
に
お
い
て
重
要

な
道
路
で
あ
り
、
事
業
着
手
は
箕
島

地
区
に
と
っ
て
の
長
年
の
課
題
で
あ

る
が
、
未
だ
に
事
業
化
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
市
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

　　

今
回
事
業
を
実
施
し
て
い
く
前

段
と
し
て
、
近
年
の
道
路
事
情
や
道

路
行
政
の
見
直
し
、
人
口
減
少
な
ど

の
社
会
情
勢
を
ふ
ま
え
、
当
初
計
画

か
ら
線
形
や
交
差
点
形
状
、
幅
員
等

を
見
直
し
、
箕
島
地
区
再
開
発
推
進

協
議
会
は
じ
め
箕
島
地
区
連
合
自
治

会
、
地
元
自
治
会
及
び
、
近
隣
住
民

約
50
人
に
対
し
て
ル
ー
ト
変
更
も
含

め
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在

は
事
業
着
手
に
む
け
、
都
市
計
画
の

変
更
と
事
業
認
可
の
取
得
に
か
か
る

業
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
の

認
可
が
お
り
次
第
、
詳
細
設
計
を
発

注
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
用
地
測

量
、
物
件
補
償
調
査
を
実
施
予
定
で

す
。

質答 愛
宕
川
端
線
【
通
称
　
南

北
道
路
】
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て 
他

無会派 西口正助議員

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

予
算
決
算
委
員
会

委
員
長　

  

福　

永　

広　

次

副
委
員
長　

  

成　

川　
　
　

満

委　
　

員　

  

浜　

口　

元　

司

委　
　

員　

  

西　

口　

正　

助

委　
　

員　

  

宇　

野　

博　

治

委　
　

員　

  

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

  

中　

谷　

桂　

三

委　
　

員　

  

児　

嶋　

清　

秋

委　
　

員　

  

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

  

池　

田　

敦　

城

委　
　

員　

  

上　

山　

寿　

示

委　
　

員　

  

小　

西　

敬　

民

委　
　

員　

  

上
野
山　

善　

久

委　
　

員　

  

中　

西　

登
志
明

　
予
算
決
算
委
員
会

 

委
員
長
　
福
永
広
次



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

地方自治体（有田市）の運営とは地方自治体（有田市）の運営とは地方自治体（有田市）の運営とは
――請願・陳情ってなんなの？――

地方自治団体に対しての意見
や要望を市議会では請願・陳情
のかたちで受け付けています。

有田市ホームページ「市議会」をクリックしていただければ書き方等
を詳しく解説しています。
皆様の声を、ぜひ市議会に届けて頂くことをお待ちしております！

請願とは知り合いの議員
を紹介議員として提出して
頂き、要望書については紹
介議員は必要なく提出して
頂けます。

請願については関係する
委員会で審査され、本議会で
賛否を決めて採択されれば関係
機関に送付します。陳情につい
ては全議員に配布し、必要に応
じて委員会で審査等の参考に

します。

自分たちの意見や
要望を市政に伝えるには
どうすればいいの？

提出したらどう取り
扱ってくれるの？

請願？陳情？むずかし
そう～ なんなのそれ？
どんなにちがうの？

そうなんですね！
私たちの声も市政に
しっかり届くんだ！



市議会だより選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の信書、祝辞・見舞いの答礼のためにする
信書は差し支えありません。 10

決算第 1 号

決算第 2 号

決算第 3 号

決算第 4 号

決算第 5 号

決算第 6 号

決算第 7 号

決算第 8 号

議案第53号

議案第54号
議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
諮問第 5 号
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－

平成30年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
平成30年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求め
ることについて
平成30年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求める
ことについて
平成30年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を
求めることについて
平成30年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて
平成30年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて
平成30年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求
めることについて
平成30年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度有田市一般会計補正予算（第３号））
有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
有田市特別職給与条例の一部を改正する条例
有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例
有田市立病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例
有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する
条例
有田市漁業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例
有田市民水泳場の設置及び管理に関する条例
有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例
令和元年度有田市一般会計補正予算（第４号）
令和元年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度有田市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
公の施設の指定管理者の指定について
公の施設の指定管理者の指定について
教育委員会の委員の任命について
教育委員会の委員の任命について
固定資産評価審査委員会の委員の選任について
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について
議員派遣の件について
各委員会の閉会中の継続審査及び調査について

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

承　認

可　決
可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
同　意
同　意
同　意
異議なし
指名推選
可　決
－－－－－

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

令和元年12月定例会審議結果表令和元年12月定例会審議結果表

元.12.3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

元.12.20

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

※　　　は、賛否の分かれた議案です。
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公民権の停止 上記の　・　・　・及び　によって処罰されると公民権停止となります。

公職選挙法による禁止事項
 政治家の寄付（寄贈）行為禁止
政治家（候補者、候補者となろうとするもの及び現に公職にある者）は、選挙
区内にある者に対して寄付をすると処罰されます。

 政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止
有権者が、威迫（おどす）してあるいは政治家を陥れる（だます）目的で寄付
を求めると処罰されます。

 後援団体の寄付の禁止
後援団体が、選挙区内のある者に対して、花輪・香典・
祝儀などを出すと処罰されます。

 年賀状等のあいさつ状の禁止
政治家は、選挙区内のある者に対して、年賀状等の
あいさつ状を出すことは禁止されております。
ただし、答礼のための自筆によるものは禁止されていません。

 あいさつを目的とする有料広告の禁止
政治家や後援会が、選挙区内にある者に対して、有料のあいさつ広告を出すと
処罰されます。

賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名

議案名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

決 算 第 1 号

決 算 第 2 号

決 算 第 5 号

決 算 第 6 号

議案第5 6号

議案第5 9号

議案第6 0号

議案第6 3号

議案第6 4号

議案第6 5号

議案第6 6号

議案第6 8号

結
　
　
果

浜
口
　
元
司

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

宇
野
　
博
治

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

中
谷
　
桂
三

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

市
民
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

公
　
明
　
党

政
糺
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

議
　
員
　
名

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対
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議会広報編集委員会
委員長：中谷桂三　副委員長：上野山善久
委員：岡田行弘・池田敦城・小西敬民・成川満

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392　和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

　市民の皆様に、議員がどのような活
動を行っているのかを、分かりやすく
お伝えするために、編集委員６名で話
し合いながら編集をしております。今
後も皆様に興味を持っていただける内
容をめざして、本紙を発行してまいり
たいと考えております。　　（上野山）

市の
話題
市の
話題
市の
話題

消 防 出 初 め 式

新春手作り凧揚げ大会

成人式
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